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第７章 自動車騒音調査結果

自動車騒音の常時監視は、騒音規制法の改正（平成１１年）によって平成１２年度か

ら都道府県及び騒音規制法政令市の事務とされ、自動車騒音の影響がある道路に面する

地域で、「騒音に係る環境基準」（平成１１年４月施行）の達成状況等を把握するため

に行われている。

平成１５年度は、県内の主要道路１６地点において調査を行った。

〈調査地点・期間〉

調査地点：別府市、中津市、竹田市、豊後高田市、挾間町、日出町、玖珠町、

湯布院町の計１６地点

調査期間：平成１５年１１月～平成１６年２月

〈調査結果〉

調査地点の詳細及び測定結果について、表７－１に示す。

環境規準達成状況は、昼夜の全ての基準を満足した地点は７地点(４４％)であり、

いずれか一方の基準を達成した地点は５地点(３１％)、昼夜ともに基準を達成出来な

かったのは４地点(２５％)であった。

また、要請限度を超えた地点は無かった。
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表７－１ 自動車騒音常時監視測定結果

市町名 地区名 住　　　所
昼間
（6～22
時）

夜間
（22～6
時）

京    町 別府市京町１１－１ 下り車線 7 30.2 排水性 C 3 69 66

浜    町 別府市浜町１０ 下り車線 6 31.5 排水性 C 3 70 66

中    殿 中津市中央町１丁目２－５ 上り車線 4 22.7 普  通 C 3 69 65

宮    夫 中津市大字一ツ松２２３ 上り車線 2 10.8 普  通 C 3 72 68

会    々 竹田市大字会々 １２５７ 下り車線 2 12.3 排水性 C 3 71 67

拝田原 竹田市大字拝田原２１２ 上り車線 2 14.2 排水性 C 3 68 63

高田 豊後高田市高田２０２６－１ 上り車線 2 17.4 排水性 C 3 67 61

高田 豊後高田市高田１８４０－３ 上り車線 2 9.1 普  通 C 3 70 63

鶴    田 挾間町大字挾間７４２－５ 下り車線 2 11.3 普  通 C 3 74 70

向    原 挾間町大字挾間１０４－１ 上り車線 2 11.7 普  通 C 3 71 68

堀地区 日出町大字日出１７９６ 国道１０号線 上り車線 4 29.4 排水性 C 2 70 67

堀地区 日出町大字川崎３４－２ 国道２１３号線 下り車線 4 26.4 普  通 C 2 70 63

塚脇 玖珠町塚脇７１２－３ 下り車線 2 14.2 排水性 C 3 69 66

山田 玖珠町山田５１－１ 下り車線 2 13.0 排水性 B 2 68 65

川上 湯布院町川上３６３６－１ 下り車線 2 9.1 普  通 B 2 72 64

川上 湯布院町川上３０６６－１ 下り車線 2 8.8 普  通 C 3 69 63

70 65

75 70

注）網掛けは環境基準を満足しなかったことを示す。

ＬＡｅｑ測定終了
日      時

H15.11.18

H15.12.2

環境
基準
類型

騒音
規制
区分

騒音レベル測定結果
(デシベル)

H.16.2.17

日出町

豊後
高田市

玖珠町

H.15.11.11国道２１０号線
H.15.11.1
2

H.15.11.13

H.16.2.19

H.15.11.1
4

別府市

湯布院
町

2

3

中津市

竹田市

5 挾間町

6

国道１０号線

H15.11.17

H15.12.1

H.16.2.16

要　請
限　度

H.16.2.18

国道１０号線

№

1

H.16.1.20H.16.1.194

マイクロホン
設置車線

道路の構造

環境基準
特例

H.15.12.48

7

県道別府
湯布院線

H.15.12.3

舗装の
種類

国道２１０号線

道路に面する地域のうち幹線交通を担う道路に近接する空間については、特例として基準値が定められている。
「幹線交通を担う道路」とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町村道（市町村道にあっては４車線以上の区間に限る。）等を
表し、「幹線交通を担う道路に接する空間」とは、以下のように車線数の区分に応じて道路端からの距離によりその範囲を特定する。
・２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路　　　１５メートル
・２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路　　２０メートル

車線
数

道路
幅員
（ｍ）

測定開始
日      時

道　路　名

測　　定　　地　　点

国道２１３号線

国道５７号線


